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したD 一次林の面積は、 1993年には対象地域の 27.06%を占めていたが、2007年には 18.03%に減少している。







予測を試みた。分析の結果、一次林は 2007年の 18.03%から 2021年には 12.66%まで減少することがわかっ
た。一方、非林地は 50.81% (2007年)から 57.l6%(2021年)に増加すると推定された。この土地利用の
変化は地域の生態系に大きな影響を与えることが懸念され、バランスのとれたエコシステムの維持が喫緊の
課題であることが明らかになった。次に、持続性の観点からこの地域の適正な土地利用パターンを多基準評
価分析 (MCE)により導出したところ、耕作に最適な土地は全体の 28.l0%、耕作に適する土地は 23.96%、
耕作にあまり適さない土地は 28.77%、耕作に不適当な土地は 19.17%と推定された。この耕作適合性を示す
地図をか1LPNN-Mで導かれた将来の土地利用図 (2021年)と重ねてみると、今後耕作地への転換が可能な
場所が残されている一方で、不法に伐採されて二次林、あるいは農地に転換された場所の多くは以前の土地
利用に戻す必要があることも明らかになった。
さらなる森林荒廃を防ぐには、厳格な土地利用の管理が必要であるが、不法伐採や焼き畑を根絶するため
にはなによりも農民の暮らしを向上させることが不可欠である。そのためには機械化や肥料投入による生産
性の向上、農産物の価格維持、市場への近接性の向上といった、マーケットベースの取り組みに加え、政滑
による補助金の提供や農民への個別所得保障が速効性のある手段として有効であることが示唆された。
審査の結果の要旨
ニューラルネットワークとマルコフ連鎖モデルを統合した空間的土地利用シミュレーションモデルを開発
し、将来の土地利用パターンを的確に予測するとともに、適正な土地利用管理の在り方や方策を提言した本
論文は、独創性に富んだ新機軸の研究であると高く評価される。多基準評価分析により導かれた最適土地利
用図や環境アセスメントは、タム・ダオ箆立公園地域における今後の森林管理、農村計画や農業政策に欠か
せない基礎データを提供するであろう。構築された空間モデルには、ベトナムにとどまらず、森林荒療が深
刻化しつつある東南アジアの発展途上地域にも適用可能な汎用性が認められる。本研究の成果は同様な問題
を抱える東南アジアの他の地域にも参考になるに違いない。
デジタル地図や社会経済的なデータは言うに及ばず、統計資料や地形図、各種主題図も乏しい発展途上地
域を対象に、 GISやリモートセンシングの最先端技術を駆使して質の高い地理空間データを自ら作成して分
析に活用したことも、本研究のオリジナリティを高めている。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
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